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本論文は, -般の携帯情報機器とは異なり,車載情報機器における車両の移動特

性,通信手段,利用情報の特徴を利用することで,高度道路交通ｼｽﾃﾑ(ITS:

Intelligent Transport Syste血S)において重要な要困となる自動車における情報通

信の効率化を図る移動体通信ｱ-ｷﾃｸﾁｬに関する研究をまとめたものであり,

序諭･結論を含め6つの章からなっている.

第1章では,高度道路交通ｼｽﾃﾑ(ITS)を取りまく現状と,通信に閑する問題点

を述ﾍﾟるとともに,車載情報機器と-般携帯情報機器との比較による特徴の抽出に

ついて概説している.さらに.これらを背景にして,本研究の目的.およぴその意

義を述ぺるとともに,本論文の内容を概説している.

第2章では,車載情報機器として移動計算機で利用できる搭載機器,移動経路倍

報の設定,通信方式,および利用情報の位置依存性と階層化表現について概説して

いる.

第3章では,車載情報機器で利用可能な通信ﾒﾃﾞｨｱを整理し,それらをﾊﾟ-ｿ

ﾅﾙ通信,専用狭域通信,ﾃﾞ-ﾀ放送の3つに分類している.さらに,各通信の特

徴を括かし,同時に通信することで,階層型ﾃﾞ-ﾀを効率的に転送するための方式

を提案し,その定義と有効性について述ﾍﾟている.また,具体的ｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝ

への適応についても検討を行っている.

第4章では,車両の移動経路情報を括用することにより,ﾊﾟ-ｿﾅﾙ通信,ﾃﾞ-

ﾀ放送の欠点の-つである情報転送遅延を隠蔽できるｷﾔﾂｼﾝｸﾞｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを

捉案するとともに,数値的手法を用いて評価を行っている.評価に閑しては,本ｷ

ﾔﾂｼｭ方式を,車両の位置情報を括用せずに放送されるﾃﾞ-ﾀを無作為にｷﾔﾂ

ｼｭ内にﾌﾟ])ﾌｪｯﾁする方式(無作為ﾃﾞ-ﾀｷｬｯｼｭ方式),および車両の周

辺地域に閑係のあるﾃﾞ-ﾀをﾌﾟﾘﾌｪｯﾁする方式(周辺ﾃﾞｰﾀｷﾔﾂｼｭ方式)

と性能比較し,本ｷﾔﾂｼｭ方式が優れていることを述べている.また,本ｷﾔﾂ

ｼｭ方式の実装も行っている.

第5章では,専用狭域通信において,通信可能な領域(ｾﾙ)の範囲が狭く,ｾ

ﾙ間をまたがって串両が移動する場合.通信が過断され,連続的な通信が行えない

という欠点を克服するﾌﾟﾛﾄｺﾙを提案している.具体的には,車両の移動情報を

もとに,移動先の基地局に当該車両が必要な情報を予め配信しておくﾌﾟﾛﾄｺﾙ

(STRAPﾌﾟﾛﾄｺﾙ)を捉案している.さらに,ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝを用いて,本ﾌﾟﾛ

ﾄｺﾙをいくつかの既存の方式と性能比較し,本ﾌﾟﾛﾄｺﾙが優れていることを明

らかにしている.

第6章では,以上の研究成果についてまとめ,今後の課題を明らかにしている.



論文審査結果の要旨

本論文は.高度道路交通ｼｽﾃﾑ(ITS: Intelligent Transport Syste皿S)におい

て垂要な要因となる自動車における情報通信の効率化を図る移動体通信ｱ-ｷﾃｸﾁ

ﾔに関して,自動車にﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ情報を配信する際に,複数のﾒﾃﾞｨｱ通信の特

徴を活用するとともに,自動車の移動情報を考慮した効率的な配信方式を捉案し.ｼ

ﾐｭﾚ-ｼｮﾝなどにより,捉案方式の有効性を示したものである.本論文の主な成

果は以下に要約される.

1.複数の通信手段を括用した階層型ﾃﾞ-ﾀの配信

車載情報機器で利用可能な通信手段を. 1 )双方向であるが帯域が狭いためにﾃﾞ-

ﾀ取得に時間がかかるﾊﾟ-ｿﾅﾙ通信, 2)双方向で比較的帯域は広いが通信範囲が

狭く連続的な通信が行えない専用狭域通信, 3)帯域は広いが単方向通倍でﾃﾞ-ﾀ出

現までに時間がかかるﾃﾞｰﾀ放送,の3種類の通信手段に分類し,各通信手段の特徴

を括用することで.各々の欠点を軽減し,ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ閑連惜報や地図ﾃﾞ-ﾀなど

の車載情報磯器でよく利用される階層構成をとる情報を効率的に配信する方式を提案

し.その実装ﾓﾃﾞﾙの構築を行った.

2.位置依存情報のｷﾔﾂｼｭ方式

ﾊﾟ-ｿﾅﾙ通信.ﾃﾞ-ﾀ放送で間題となるﾃﾞ-ﾀ転送遅延の欠点を克服するため.

ﾃﾞ-ﾀ転送遅延を隠蔽できるｷｬｯｼｭ方式を捉案した.本方式は,具体的には,特

定の地理的位置に閑する位麿依存情報に限定し,その有効範囲と車両の位麿および移

動情報に基づいて,必要なﾃﾞ-ﾀを予めｷﾔﾂｼｭに転送しておくものである.さら

に,本ｷｬｯｼｭ方式を,車両の位置情報を括用せずに放送されるﾃﾞ-ﾀを無作為に

ｷﾔﾂｼｭ内にﾌﾟﾘﾌｪｯﾁする方式(無作為ﾃﾞ-ﾀｷﾔﾂｼｭ方式),および車両

の周辺地域に関係のあるﾃﾞ-ﾀをﾌﾟﾘﾌｪｯﾁする方式(周辺ﾃﾞ-ﾀｷﾔﾂｼｭ方式)

と性能比較し,本ｷｬｯｼｭ方式が優れていることを明らかにするとともに,実装も

行った.

3.専用狭域通信を用いた効率的な通信方式

専用狭域通信は,小さなｾﾙを持つ申継基地局を経由して通信するため,通信範囲

が狭く不連続で,ﾃﾞ-ﾀを効率的に車両に転送できないという欠点がある.そこで,

この欠点を克服するため,車両の現在地,進行方向などの車両の情報を利用して,車

両の移動先のｾﾙに予めﾃﾞ-ﾀを転送しておくﾌﾟﾛﾄｺﾙ(STRAPﾌﾟﾛﾄｺﾙ)を捉案

した.さらに,ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝにより,本ﾌﾟﾛﾄｺﾙをいくつかの既存の方式と性

能比較し,本ﾌﾟﾛﾄｺﾙが優れていることを明らかにした.

以上のように,本論文は,車載情報機器における車両の移動特性,通信手段,利用

情報の特徴を括用した移動体通信ｱ-ｷﾃｸﾁﾔに関して車両にﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ情報

を配信する効率的な方式を捉案し,その有効性を示したもので,移動体情報通信分野

において,学術上,実際上寄与するところが少なくない.よって,本論文は,博士

(工学)の学位論文として価値あるものと認める.


